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1.はじめに
当社は 1931 年創立、1949 年設立の会

社である。今日まで多くのお客様に支え
られ、2016 年に創立 85 周年を迎えた。
創立以来、カスタマーファースト（お客
様第一主義）を貫き、お客様のニーズに
合わせたパッケージングプラントを、
ターンキー（すぐに稼働できる状態）で
提供するビジネスを主体としている。ま
た最近では、再生医療分野にも進出して
いる。

当社のホスト・コンピュータの変遷
は、1972 年に S/32 を導入したことから
始まる。その後、各種モデルを経て、現
在のPureFlex System導入に至る。【図1】

その間、多くの基幹システムをキー
ボード操作入力（以下、CUI）主体の
5250 画面（以下、5250）で自社開発し
てきた。

近年における当社の基幹システムは、
主に Delphi および Delphi/400 で構築
しているが、膨大な旧資産の関係上、現
在も多くの基幹システムが 5250 で稼働

している。それに加え、今後も運用・開
発面で 5250 を利用し続けることになる。

【図 2】

2.�5250の「操作性」�
評価

現在のインターフェースは、マウス操
作入力（以下、GUI）とタッチ操作入力

（以下、NUI）が主流である。
そこで、当社のエンドユーザー部門お

よびシステム部門のメンバー（以下、
5250 利用者）の協力のもと、5250 の「操
作性」に関してアンケートを実施した。

IBM i は、一般にユーザー評価が非常
に高い（『日経コンピューター』　顧客満
足度調査　ミッドレンジサーバー部門　
18 年連続 1 位）。しかし、当社の 5250
利用者における「操作性」評価の結果と
は反比例することがわかった。【図 3】
一般ユーザーにおける 5250 の「操作性」
評価も、同様だと推測する。

3.�5250の「操作性」に
対する要望

5250 利用者に、5250 の「操作性」に
関する要望をアンケートし、以下にまと
めた。【図 4】

（A） マウスホイールによる画面スクロール
（B）  右クリックによるコピー & 貼り付

け　等
（C） スクロールバーによる画面スクロール
（D）  ショートカットによるコピー & 貼

り付け　等
（E） チェックボックスによる項目選択
（F） ダブルクリックによる実行キー打鍵
（G） ラジオボタンによる項目選択
（H）  メニューバーによるプログラム（以

下、PGM）実行
（I）  ダブルクリックによるメニュー

PGM 実行
（J）  ダブルクリックによる機能キー打

鍵

アンケート実施時点では、具体的な対
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図3　5250「操作性」評価

図2　基幹システム構築状況

図1　ホスト・コンピュータの変遷

図4　5250「操作性」に対する要望1
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のようにマウスホイール操作を監視する
かである。

その後、Windows のメッセージ機能
を知ることになった。それは、キーボー
ドやマウスなどの操作情報を OS と
PGM 間で受け渡す機能である。

調査後さらに、このメッセージを監視
できるフック機能（*2）について知った。
その機能の実装は DLL 化する必要があ
る が、 幸 い な こ と に Delphi や
Delphi/400 の開発環境でも、DLL 作成
機能が備わっている。

そこで、以下のプロセスを実現する常
駐 PGM を作成することで、（A）を実
現した。【図 15】【図 16】【図 17】

① 　「WH_GETMESSAGE」 で、 マ ウ
スホイール操作情報取得 （DLL）

② 　「GetforegroundWindow」 で、 最
前面 Window 情報を取得

③ 　 ② が 5250 時、Page Up ／ Page 
Down キー打鍵機能送信（要 IME 機
能考慮）

④　上記をスタートアップ登録

（補足）
マウスホイール操作では、「WH_

MOUSEWHEEL」がある。これでマウ
スホイール操作情報は収集可能である。
しかし 筆 者 の 知る限り、ScrollUp ／
Down が判断できない。多くのユーザー
はここで挫折していると推測する。

（*2）参考文献：Delphi Library ［Mr.
XRAY］　http://mrxray.on.coocan.jp/
index.htm

5.取り組み実施後
取り組み実施後、先の要望に関する利

用状況を確認した。【図 18】のとおり、
かなり成果があったと考えている。

6.おわりに
IBM i は、安全性・堅牢性などで非常

に評価の高いサーバーであるのは、多く
のユーザーが認識している。しかしその
評価に反比例し、現在の IBM i はさま
ざまな理由で属人化が進んでいる。また
5250 の「操作性」から、IBM i は古い
マシンだと勘違いするユーザーも少なく

下の設定追加で、（D）を実現した。

設定追加　

①　C-KEY47 ＝［edit-cut］
②　C-KEY48 ＝［edit-copy］
③　C-KEY49 ＝［edit-paste］

4.2  （B）右クリックによるコピー & 貼
り付けと（D）ショートカットによ
るコピー & 貼り付けの PC への展開
方法

当社は、全国約 2000 台の PC で 5250
を利用している。そのため、これらの機
能をどのように導入するかを検討した。

まず、他企業に問い合わせてみた。そ
の結果、（B）の認識は低いが、（D）は
高かった。そこでそれらの導入方法を問
い合わせてみたが、有益な情報は得られ
なかった。

思考錯誤の末、IBM iのIFS（Integrated 
File System：IBM i の UNIX 互換ファ
イルシステム）を利用した。そこに設定
変更用の Delphi/400 PGM を配置し、
5250 利用者が 5250 メニューからその
PGM を実行することで、該当 PC の設
定変更を実現した。【図 7】【図 8】【図 9】

【図 10】【図 11】（*1）
また設定変更時、各種情報を取得し

た。これは Delphi/400 を利用すれば、
まったく問題なく取得可能である。そし
てテーブルにトリガー設定を組み込み、
エラー時には即座に電子メール配信する
仕組みを構築した。【図 12】【図 13】【図
14】

（*1）　5250 画面から Delphi/400 プログ
ラムを実行する方法は「Delphi/400 お
よび Delphi/400 を利用したオンライン
個人メニューの構築」（ミガロ . テクニ
カルレポート　No.7）を参照

4.3  （A）マウスホイールによる画面スク
ロール

5250 をスクロールする場合、Page 
Up/Page Down キーの打鍵が必要であ
る。つまり、（A）を実現するには、何
らかの方法で 5250 に Page Up ／ Page 
Down キー打鍵の代替が必要である。

Windows には、常駐 PGM がある。
これを利用してマウスホイール操作を監
視すれば、実現可能と考えた。後は、ど

応策はなかった。しかしゼロベース思考
で、「5250 は CUI」という既成概念を捨
て、「5250 でも GUI」との仮説思考をも
つ。 そ こ か ら ポ ジ テ ィ ブ 思 考 で、

「Windows Like 5250」を模索すること
になった。

4.�Windows�Like�
5250への道

最初に、各種既存機能（5250、RPG、
画面ファイル等）を調査した。その結果、

（C）（E）（F）（G）（H）（I）（J）は実現
可能であるが、これらの説明は割愛する

（必要であれば別途、問い合わせていた
だきたい）。本稿では、（B）（D）（A）
の詳細を述べる。

4.1  （B）右クリックによるコピー & 貼
り付けと（D）ショートカットによ
るコピー & 貼り付けの設定方法

5250 既存機能では「ポップアップ・
キーパッドの設定」【図 5】で、5250 右
クリック時のメニュー設定が可能であ
る。しかし初期値では、（B）は使えない。

調査の結果、「ユーザー定義」に以下
の設定変更 ／追加で、（B）を実現した。

設定変更

①　 NumberOfPads ＝ 3 （新しいパッ
ド 3 作成：2 → 3 へ設定変更）

設定追加

②　NumberOfRowsPad_3 ＝ 4
　　（パッド 3：行指定）
③　NumberOfColsPad_3 ＝ 1
　　（パッド 3：列指定）
④　POP3-1-1 ＝［edit-copy］
　　（パッド 3：コピー機能割り当て）
⑤　POP3-1-2 ＝［edit-cut］
　　（パッド 3：切り取り機能割り当て）
⑥　POP3-1-3 ＝［edit-paste］
　　（パッド 3：貼り付け機能割り当て）
⑦　POP3-1-4 ＝［edit-clear］
　　（パッド 3：クリア機能割り当て）

また 5250 既存機能「キーボードの設
定」【図 6】の「ユーザー定義」で、キー
ごとに各種機能の割り振りが可能であ
る。調査の結果、「ユーザー定義」に以
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図6　キーボードの設定

図5　ポップアップ・キーパッドの設定

図7　5250メニュー例
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ない。
確かに IBM i 情報の少なさは、ユー

ザー共通の悩みだと思う。そのためユー
ザーは、IBM i 関連で実現したいさまざ
まなプロセスを断念していると推測す
る。まさに、「IBM i が宝の持ち腐れ」
になっていると感じている。非常にもっ
たいない話である。

し か し、Delphi お よ び Delphi/400
は情報も多く、IBM i 連携も非常に簡単
である。また今回紹介した例や各種
IBM i 運用など、さまざまなプロセスで
利用可能である。

今後も、各種プロセスを実現するツー
ル と し て、Delphi お よ び Delphi/400
を利用していきたい。

最後に、IBM i Access Client Solutions
について。Windows 7 の延長サポート
は、2020 年 1 月14日に終了する。しかし
既存の 5250 は、Windows 10 に未対応
となり、IBM i Access Client Solutions
を利用することになる【図 19】。これは
既存の 5250 とほぼ同機能だが、今回紹
介した（A）（B）（D）機能は標準で備わっ
ている。

今 回 の 機 能 を 導 入 し た い が、
Windows には詳しくない方は、早急に
IBM i Access Client Solutions の検証

（データ転送、ODBC 等）を始めるよう
推奨する。
 M
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図9　Delphi IFS配置例およびPGM実行制約条件

図8　CL PGM例

図10　DelphiおよびDelphi/400　コーディング例1
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図12　テーブル設定変更情報

図11　DelphiおよびDelphi/400　コーディング例2
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図14　Java IFS配置例および配信電子メールイメージ

図13　CL PGMからJava（電子メール配信）実行例

図15　（A）の操作イメージ
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図17　5250時、Page Up／Page Downキー打鍵 コーディング例（EXE側）

図16　フック関数「WH_GETMESSAGE」コーディング例（DLL側）
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図19　IBM i Access Client Solutions

図18　各種取り組み実施後の要望利用状況


